
















います。子ども時代 戦争体験を調査研究 同趣旨がドイツのミュンヘン大学を中心 数年前 ら行われており、
その研究チームから、兵庫県こころのケアセンターに、 「日本でも同様の研究をして、比較研究しないか」という提案がありました。こころのケアセンターは、阪神・淡路大震災を機に設立されたも ですが、戦争というテーマを研究プロジェクトに持っておりません。そこで当時所長であり、甲南 学の教授も務めら 中井久夫先生から、私どもの研究所に「共同研究という形でやらないか。むしろ甲南の研究所が主体となってやって らえないか」と話が回っ きたことが始まりです。
　準備期間を経て、二〇〇七年夏からようやく調査を開始
することができました。アンケート調査から始めま て、二〇〇八年冬に一〇名の方にインタビューを行ないま た。二〇〇八年の三月 第二期のプロジェクトが終わりま たので、その最後の時期 なります この時期にインタビュ に参加してくださった方は本日の会場に 来ておられる 思ます。
　前期までの研究をさらに継続し、戦争体験調査をいっそう





膨大な文献、記録が存在します。戦争を扱った小説、自伝的な作品に含まれるもの、新聞等の記事や学術的な論文やメディアを通した情報など、多数存在します。しかし、それでは戦争についてすでに語り尽くされていて、新たに付け加えるものはないかと問うと、答えは当然ノーであります。この問いに対してイエスと答える方はほとんどな と思います。まだまだ語られて ものはありますし そもそも今 でどこまでが語られ きて、何が残 い のかすら見えないある部分について 多数語られてい けれど、他の体験については語られていないという事態 あります。全体として戦争体験にはどのようなものがあり、そ 中でどこ でが語られてきたかすら十 見えて な のが現状で な か 思います。
　私は心理学を専門にしておりますが、心理学で戦争に関す
る研究となりますと、さらに貧し 状況で、実際のところ研究がほとんどされて ないと言っ も でしょう。個人的に取り組まれた方がぽつぽつある程度で、学問全体とし 扱ったことはありませんし、今現在でも状況は変わりません。私の研究主題であり す、トラウマ学の中 戦争は重大 テーマのはずです 、その中に絞っても戦争を扱った研究 ほとんどないのが現状 す。むしろ避けてきた いと考えています。
　そのような現状を背景として、とにかく戦争を扱った調査




中間地点にいたった段階で、さ ざまな立場からわれわれの研究についてご意見をいただいたり、議論した するこ で今後の進展の足掛かりとしようと考え した。
　今日のシンポジウムの構成を申し上げます。今お話してい







にわたりますが、最後までお付き合いいただきたいと思います。今日お見え 方の中にも、ご自身で戦争体験をお持ちの方々が多数来られて ると思います。ご自身 体験とも重ねながら聞いていただければ
というテーマについても今非常に熱心に取り組まれておられます。詳しくは後ほどのご発表の中でお話しになると思います。この二つが、神戸、阪神地域の戦争体験を調査する研究です。もう一人、シンポジストとして中田政子さん お話しいただきます。中田政子さんは「 戸空襲を記録する会」の代表として、神戸空襲を体験された方々のお話を記録していく市民活動に携わってこられた方です。市民団体 活動による記録という私どもとは異なった立場から お話をぜひうかがって、立体的に戦争体験をと える試みをしたいと考えています。
　三人それぞれの立場で神戸の戦争体験を記録してきた経験
を語った後、休憩をいただきまして、その後専門がそれぞれ異なる三人の方々に指定討論者としてご意見を伺います。その方々もあらかじめご紹介してお 指定討論者の一人目が中尾知代さん、岡山大学の准教授をなさ お ます。オーラルヒストリーという、言葉で語られた歴史を専門にされている方です。日本あるいはイギリス、オランダ等の戦争体験の聞き取り研究 長く続けてこられました。お仕事の内容につい はお話 中で 触れられるかと思 ますが、子どもたちの疎開体験をイギリスでどう記録し扱っているか も触れられると思います。
　次の指定討論者として、野上元さんにお願いします。野上
さんは歴史社会学 う立場から、日本の戦争体験が今まどのように語られてきたか、どのように記録 てきた を丹念にたどり、分析されて る方です。野上さんか も わ
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